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論 文 の 内 容 の 要 旨

トマト青枯病を防除するために括抗微生物を利用した生物防除法が注目されてい

る｡そこで､Mulya氏は､これらの括抗微生物から､本病の病原細菌Pseudomonas

s｡1anacearumに対して特に強い抗菌力を持つPseudomonasLluorescensPfG32株を選

び､まず､本病の生物防除のための有効性について調べている｡即ち､トマトの根

部を移植直前に本括抗細菌懸濁液に浸漬処理することにより､本病による被害を有

効に軽減しうることを見いだしている｡次に､この防除機構を明らかにするため､

トランスポゾン(Tn5)を用いて抗菌物質及びシデロフォアの各生産欠損変異株を分

離し､抗菌物質生産性の変異が特に発病抑制効果の低下につながることを指摘して

いる｡このことから､抗生物質生産が本菌の生物防除の重要な要因となっていると

判断している｡しかし､この変異株が防除能力を完全に失わなかったことに着目し､

抗菌物質以外の要因も生物防除のためには必要であると考え､これらの要因の探索

にも及んでいる｡まず､P.Ll｡｡reSCenSPfG32株がトマト根圏に定着する事実に注目

し､本菌が植物に全身抵抗性を誘導しているのではないかと考えた｡種々植物病原

細菌が非宿主植物に抵抗反応を誘導する際､25kb程の領域にわたるムrp遺伝子

群を必要とすることが報告されていることに着目し､P.sァri喝aeグループのムrp
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遺伝子群をプローブとして､ハイプリダイゼーションによってPfG32株の全DNAに

これらの相同領域が存在するかについて調べている｡その結果､ムrp遺伝子群の

一部と高い相同性を示す領域が存在する結果を得たので､これらの遺伝子が機能し

ている可能性を示した｡次に､PfG32株がタバコ､インゲンの植物体内で増殖する

ことを確認した後､植物の抵抗性反応で中心的役割を果たすフユニルアラニンアン

モニアライエース(PAL)の活性を調べ､確かに､本酵素の比活性が上昇することも確

認している｡これらの結果より､PfG32株が植物に定着することにより抵抗性を誘

導し､他の植物病原細菌の発病を抑える可能性が示唆された｡この仮説を確かめる

ため､これらの植物にPfG32株を前接種した後､タバコ及びインゲンに非親和性或

いは親和性関係にある植物病原細菌P.s.pv.g小壷eaヤア.soね朋CearUmを接種し､こ

れらの病原細菌の植物体内の増殖を調べている｡その結果､PfG32株の前接種によっ

て､これらの病原細菌の植物体内の増殖が抑えるられることを見いだしている｡こ

れらの結果より､P.仇oresc即SPfG32株の青枯病発病抑制効果は､抗生物質産生す

ることの他に､本菌が植物体内で増殖する能力を持ち､この増殖にともない植物に

抵抗性が誘導されることにも依存していることを明らかにしている｡

審 査 結 果 の 要 旨

トマトの重要病害であるトマト青枯病を防除するために括抗微生物を利用した生

物防除法が注目されている｡そこで､Mulya氏は､これらの括抗微生物から､本病

の病原細菌Pseudomo朋S50J甜aCearU皿に対して特に強い抗菌力を持つPseudo皿｡胴S

LluorescensPfG32株を選び､まず､本病の生物防除のための有効性について調べて

いる｡その結果､トマトの根部を移植直前に本括抗細菌懸濁液に浸漬処理すること

により､本病による被害を有効に軽減しうることを確認している｡次に､この防除

機構を明らかにするため､トランスポゾン(Tn5)を用いて抗菌物質及び､防除機構

として考えられたシデロフォアの各生産欠損変異株を分離し､抗菌物質生産性の変

異が発病抑制効果の低下につながることを指摘している｡この結果から､抗生物質

生産が本菌の生物防除の重要な要因となっていると判断している｡さらに､これら

の変異株の防除能力を完全に失わなかったことに着目し､これら以外の要因も生物

防除のためには必要であると考え､本論文では､これらの要因の探索にも及んでい

る｡まず､申請者は､P.LJuorescensPfG32株がトマト根圏に定着する事実に注目し､

本菌が植物に全身抵抗性を誘導しているのではないかと考えた｡種々植物病原細菌

が非宿主植物に抵抗反応を誘導する際､25kb程の領域に一群となって存在す為ム

rp遺伝子群を必要とすることが報告されているので､P.sγ血gaeグループのムr

p遺伝子群をプローブとして､ハイプリダイゼーションによってPfG32株の全DNA

にこれらの相同領域が存在するかについて調べている｡ムrp遺伝子群の一部と高

い相同性を示す結果を得たので､これらの遺伝子が機能している可能性を示した｡
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そこで､PfG32株をタバコ､インゲンの植物体内で増殖することを確認した後､植

物の抵抗性反応で中心的役割を果たすフェニルアラニンアンモニアライエース(PAL)

の活性を調べ､確かに､PALの比活性が上昇することも確認している｡これらの結

果より､PfG32株が植物に抵抗性を誘導し､他の植物病原細菌の発病を抑える可能

性が示唆されたので､実際に､これらの植物にPfG32株を前接種した後､タバコ及

びインゲンに非親和性或いは親和性関係にあるP.s.pv.gJγCf聡aヤア.soJa朋Cea川皿を

接種し､これらの病原細菌の植物体内の増殖を調べている｡その結果､PfG32株の

前接種によって､これらの病原細菌の植物体内の増殖を抑えることを見いだしてい

る｡これらの結果より､P.LluorescensPfG32株の青枯病発病抑制効果は､抗生物質､

シデロフォアの他に､本菌が植物体内で増殖し､植物に抵抗性を誘導することにも

依存していることを明らかにしている｡

以上のごとく､本論文はよく計画され､得られた結果について慎重に考察した上

で実験が進められていると判断された｡得られた結果は､新事実であり､本論文が

岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論文として十分価値のあるものと､審査委貞

全員一致で認めた｡
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